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ぐ

て

：
;-
>

^

3
し
.て
，そ

：
の
：
幾

ら

か

の

：部

分

^

私
有
す
^

よ
.う
に
な
る

，
こと
が
許
；
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.さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
理
山
を
示
す
の
に
努
め
.よ
う」

.:>.

前

置

霧

し

て

解

說
.に
移
：る
$
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.

.
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-

.
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«

:

有
財
產
を
持
，つ
て

い

る

。

こ

れ
に
は
侗
入̂

彼
以
外
に
»

利
を
_持
た
な
い
？；

狨
の

疴

.輯

の

勞

働

と

»

の
.
:#

に
な
る
製
作
物
は.
、
.

：：

本
來
彼
の：

.■:
，
.:
-
■
.

:.
、
' 

:'-
■
■:
-■
:
.
 

:

■■
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.
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.
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.

.

.

.
も
の
.：と
.い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

然
が
備
え
て
そ
の
儘
に
い
る
，狀
態
を
變
え
て
作
る
も
の
ば
，何
で
あ
れ
、
：彼

.が
そ
れ
匕
自
己
の
'勞
働
を
混

■へ
-
. 

-

人

'

,

•

:

:

(

祁

6
-

)

-

.'

:
:和

.1

.
、
，
そ
れ
を
自
己
の
持
つ
何
も
の
か
と
結
合
し
た
の
で
あ
り
、

.
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
：て
そ
れ
を
彼
自
身
の
私
有
財
.庫
と
す
る
一
。

」

從 

つ
.：て
，本
來
共
有
物
で
あ
る
诌
然
は
、
自
己
の
勞
働
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
：に
よ

.つ
て
：、
“
他

と

(0
-

.共
有
權
.を
除
去
す
る
の
で
あ
る
。
.

こ
：こ
に
私

....
 

'
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-

■
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-
 

-
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'
 

ン
■
 

.
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.
-.
.
 

.
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■
 

-

有
財
產
權
=

^

有
權
が
發
生
す
る
。
。つ1'
'ゥ

、
勞

働

と

は

，
あ

く

^

で

勞

働#

ひ
#.

的

所

有.す

る

と

、
こ

ろ

の

.も

の

：で&

る
.!̂
*

上

.、
そ

れ

が

典

有

'

.

;

.

:

 

: 

.
ノ
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r
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:
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:

て

.

.
：
：
：
：
•

た
^

自
然
に
投
下
さ
れ
る
こ.
と
に
よ
つ
て
共
有
權
を
排
除
し
て
尊
有
的
な
所
有
變
坐
ぜ
上
め
务
の
办
：あ
る
。

.'

伹
し
、
：そ
の
爆
合
、
：
所
有
；
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よ
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.
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-

は
逾
當
な
範
圃
の
う
ち
に
阪
ら
れ
、
他
人
に
充
分
で
、
用
に
供
せ
ら
れ

.ろ
丧
有
苜
然
'が

な

私

且

つ

：殘

.つ
；：
て

い

る
.じ

と.は
^

'
-
.
.
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.
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し̂

俞

提

と

今

？
.て

い

る

：
-0

>
玄

；
で

あ

れ

わ

私
有
則
產
を
招
く
と
い
う
こ
と
で
あ.る
が
、
こ
れ
は
：！
ッ
ク
ガ
所
有
權
の
問
題
を
分
配
痄
求
，め
填
ノ

.生
猶
$

問
題
へ
と̂

て
取
^

上
.げ
て
い
ー 

'る
と
と
か
ら
く
る
と
い
ラ
こ
と
で
あ
る.。
從
つ
て
•ホ

ッ
ブ
ス
に
お
い
て
は
、
外
侧
か
ら
卽
ち
人
間
と

4

間
と
_の
關
係
か
.ら
所
有
炉
谓
え
ら.

^
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れ

て

い

る

の

に

反

し

、

ノ

ッ

ク

は

こ

こ

に

內

而

よ

り

、

人

陬

の

同

有

性

、

勞

働

の

間

街

性

を

遥

礎

と

し

て

、

對

象

的

に

祺

物

が

所

有

化

さ

. 

れ

る

。

つ

ま

り

斯

物

は

人

格

の

容

觀

化

广

對

象

化

に

よ

つ

て

’所

有

と

な

る

の

で

知

る

。

換

言

す

れ

ば

、

自

然

な

る

可

能

的

典

荷

は

、
.•勞

働
 

を

契

機

と

し

て

。

现

實

的

所

布

に

轉

化

.す

る

の

^

知

る

。

.
か

く

て

己

れ

の

勞

働

が

肖

然

を

共

有

の

歌

態

を

#

し

て

私

有

權

を

.確

立

す

る

こ
 

と

の

例

證

を

ロ

ッ

ク

は

難

げ

る

。

を

流

れ

る

水

は

路

人

の

も

の

也

あ

ろ

う

と

も

、

M -
の

水

が

ぞ

れ

を

液

み

出

し

* :
:
:正

ね

，
^
の

人

の

も

：
 

の

で

あ

る

こ

と

す

、

誰

が

疑

う

.こ

と

が

で

き

よ

う

か

。

彼

の

勞

働

が

、

•
窟

激

の

# -
か

ち

取

り

上

げ

た

の

だ

。

商

然

む

承

の

下

で

は

、

を

れ
 

は

共

有

で

あ

り

、

金

て

の

‘自

然

の

子

達

に

平

等

に

嵐

し

て

い

る

の

だ

が

。

こ

•
う

す

る

こ

と

で

、

.
'ぞ

.れ

を

.彼

.

身

の

物

に

+ :
る

0

で

絲

^
.
:
.
ー 

か
く
て
ロ
ッ
ク
は
勞
働
の
鄭
荷
權
を
明
々
向
々
の
こ
と
が
ら

•と
見
る
の
で
あ
る
。

，

 

. づ
.

|
:

:

:•
;

,

.

■
然

し

こ

こ

に

疑

卯

が

'横

わ

る

。
' そ

れ

は

勞

働

に

よ

つ

て

所

有

が

許

さ

れ

る

ど

い

う

炎

ら

ば

、

.
多

ぐ

を

獨

.古

す

^

; -
^
.に

& :
:

る

だ

ろ

う

と

 

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
こ

.れ

に

對

し

て

煳

到

に

解

終

を

用

意

し

で

い

る

。

‘「

こ

.の

.よ
う

に

へ

し

ヤ

、

：

.わ

妒

わ

れ

ぬ

所

有

1 1
を

與

え

る

自

然

の

こ

の

同

じ

劫

汰

が

、

ま

た

そ

の

所

有

權

を

拘

來

も

す

カ

の

だ

。

.

.
樂

し

む

ご

-^
だ

。

そ

：れ

：が

無

駅

に.な

.る

前

に

、
::
'
-
.
坐

：活

の

：ヒ

め

に

羽

用

し

#

る

そ

れ

だ

--
^

を

、
爵

己

の

级

働

に

.よ

る

|

有

權

に

限

定

し

て

よ

か

ろ

う

。

こ

れ

を

超

え

^
も

.の

.は

彼

の

分

前

以

上

：
で

あ

づ.て

、 

他

：人

に

-

す

4

も

の

，
で

，あ

る

。̂

泛

—

.

.で

あ

る

。

ぃ

. 

:，
，
：“
：％

.

'

.

た
が
、
:|
5

に.
わ
れ
あ
れ
に
と
つ
て
筑'^;&
.

こ
'.と
は
；
次

に

述

べ

ら

：れ

て

あ

る

'

土

地

：
：
の

間

.

題

で

，あ

る

？

： .
「

#

L.
t;

有
の
主
た
る
客
體
が
、
今

一

や

：土

地

の

#

賓

平

、
^
そ

め

^

に

穰

息

す

^

動

物

,

は

な

く

龙

.
、
，
1

;-
私

太

そ

の

听

• 

- 
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- 

• 

:■ 

.

.
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...
 

一

.:
-
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.-.'

•

<

 

.

. 

.

-

有

:た
”

前

.#

ど
同
禪
に
_

得

这
;̂

石
こ
ネ
ゆ
朗
ら
が
だ
ど-̂
う
。
.
..一
人
め
人
が
軸
作
し
、
植
付
对
、
改
良
じ
、
栽
.！=

し
て
そ
.の
作 

物
を
利
用
し
得
る
だ
：げ
の
土
地
が
彼.の
所
有
.で
^

.

彼
は
；そ
.の
：勞
働
に
よ.
つ
で
、
' 
い
わ
ば
.、/
.そ
0

土
地
を
共
有
地
が
ら
圍
.“
込
む
の
で

べ
註
10
-

)

:.
7
■

.

V

 

'
.
-

 

.

 

-

,^

る
。

」

；:£.
と
_で
餅
ゎ;*
弋
9

又
る
べ#-
'£

と
は
、;:'
.

勞
働
に
ょ̂

斯

傷

が

土
»

の
共
有
_
尼
優
越
し
锝
る
と
ぃ
ぅ
じ
 

f

萬
物 

.

在

慮

の

相

遠
1

紫

の

趟
1

:

，

|

。|
:

,

:

コ：ゃ

雪

が
|

|

龙
り
：ご

土
.

地
と
、
同
じ1

'-

丨
#

の
土
地.
が
、'
何
の
耕
作
も
さ
れ
て
：ぃ
な
ぃ
：
■

A

J
-1
,
て

置

か

れ

.て
：い

：る

*

合

の

：相

違

を

考

え

て

.み

れ

ば

、
.
誰

' 

.. 

;

.

/:•

.
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-
-

(

主

.1
0

で

暴

働

幕

ょ

'る

攻

良

が

、
姜

の

、土

：地

0

大

部

.分

の

.價

値

を

作

り

出

し

.て

い

.る

.

泛̂

鰣

発

る

だ

.知

^

•&
る

も

け

も

5

■

や

た

^

杧

. ^
類

.の

'共

有

: «
產

と

1 .
:て

授

け

ら

れ

た

.%
-
;の
；
.で

あ

^

.
勞

働

之

そ

が

共

有

財

產

.か

ら

私

有

財

產

を

確

立

ず

る

。 

ぶ

、
：
：
人
.顧

は

き

來

平

等

.で

あ

る

か

：ち

、

.美

く A
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も

そ
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社
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-
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の

法
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用
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け

を

所
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オ
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る
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を
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感

过
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:

: -

ま
ず
、
パ_
1

の
閲
'«

で
あ
る'*
-0

-1

所
有
の
；
：方
め
限
界
は、' 
.か
く
て
、
き
人
的
勞
働.
の
限
典
で
あ
る
。_他
.

の
そ
れ
は
、-'
人
の
人
は
、 

彼
が
刺
，用
し
賴̂

以
上
の
物
を
蓄
積̂

な
.

い
么
.

い
ぅ
こ
と
で.
あ

今

後

の

ー

限

界

.

は
，
、
：

.
‘

他
わ̂
^
^

產
の
：へ

^

^
す

i

と

の

少

泣

擇

姻

え

ば

4

、
紙
、
ダ
ィ
ャ
モ
ン
ド
等
々
：

>
に

尠

す

る

、

I

又

貨

幣

y
x

對

ず

る
 

>
:交

換

に

足

り

鑛

大

さ

れ

ね

4
 

と

マ

：ル
：：

ク

ス

が

指

摘

す

る

ょ

5

に

ク

ー

？

^

の

'所

有

禪

の

"限

度

は

、

あ

'<
:

ま

：で

.、
、

*

ん

的

勞

働

め

及

ぶ

範

圍

：を

自

然

法

の

上

で

前

提

と

す
 

る

0

だ

が

、

も

う

一

っ

の

原

則

で

あ

る

利

用

し

得

ん

以

上

の

物

を

蓄

積

い

如

い

と

い

ぅ

こ

ど

は

、

.

^
に

言

え

ば

、

.
そ

れ

以
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な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
卸 

っ
て
貧
困
の
度
を
如I

な
に
到
っ
た/0
そ
れ
に
■

ベV

利
益
'

を

總

べ

て

自

己

：に
收
：於
る

.

資

私

象

階

級

：は

-^
固

な

社

會
 

こ
と 

.

に
な
，っ
た
。
ご
の
經
驗
に
鑑
み
、•こ
こ
.

に
お
，い
て
反
资
本
主
義
者
は
ル
ッ
ク
ど
そ
の
後
繼
者
の

.

學
說
か
ら
、
自
明•
の.
理
.

を
柚
り
出
し
、
そ 

へ：の
前
提
の
下
で
社
會
ゆ
變
革
.

の
：理

論

を
*

成
も
た
，
そ
れ
は.「

ア
ダ
ム
•

.

：
ス
ミ
ス
：
の
勞

.

働
は
富
の
源
泉.
で
あ
.

り
、
價
値
の
檩
準
で
あ
る
と 

.

、^

强
調
や
ネ
カ.
'

ァ
：ド
0

勞
働
«/

傲

論

と

、
.：
賃

銀

と

利

潤

と

の

#

反

關

係

」

.
等

の

明

白
'̂

前

救

に^

っ
て
、

.

.

い
よ
い
：
よ

」

ロ
今
ク
め
勞
働,
 

有
論
と
.

怒
；
^

革
命
的
が'
ル
の
：
£

:1』

た
0,

で
麵
っ(

た
。ぺ
发
の
：綠

蕾
 

と̂

っ
：管
す
な
技
か
私
有
时
塵
紅—

礎
づ
^-
:#

な

(

ク̂

理
論
吒̂

れ

ば

な

ら

ぬ

じ

匕

ギ

勞

働

が

篱

め
^

ー̂

派

泉

で

お

る

と

が

暮

提

作
^

^切
.の

爪

勞

於
. #
を
廢
：也.す
べ
：き
で
あ
る
と
：い
ぅ
理
論

1

- ^

,
展

し

歡
>-

で
あ
る
。
っ
ま
り•
地
代
、
利
®

、
称
子
が
そ
れ
、で
あ
る
。
激
し
.

ロ
ッ
ク
は
地
代0

玫

，

は

し

て

も

、
：
利

子

に

：っ
<
い
て
ゆ
そ
の 

.

卞
#:

性̂

J

主
張
し
て
い
た
の
で
あ
っ■た
。
こ5

し
て
rt
'

ッ
ク
の
思
想
は
社
會
舉
命
の
理
論
ど
化
；し
、

'

.

實
谶
的
に
は
方
ャ/
丨

チ

、ス:>
運
動
の 

.
:

ィ

デ

糖

ギ

：丨..
と
し
.

で
參
加
す
る
。
そ
れ‘が
ら
一
時
ペ
シ
ザ
ム
の
功
利
主
義
に
席
を
讓
ら
な
け
れ
ば

,.
^

&

な
か
、奚
と
は
い
ぇ
興
び
ホ
チ.

.
ス
ギ
ン.
.が「

ベ
ン
ザ
み
を
追
立
し
て
、
代
り
に
ロ
ッ
ク
を
引
き
人

^

)

。」

け
れ
ど
も
こ
こ-で
*%
义

ロ
^
ク
ー
が
新
が
し
い
懷
格
を
持
ウ
た
こ

- 

:■
と
は
窓
れ
る
べ
き
で‘は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

ホ
•ヂ
ス
，キ
ン
に
お.い
て
、-
,ロ
ッ
ク
が
單
に
再
現‘し
た
と
い
ぅI

ら
ば
、
へ
彼
め
勞
働
論
、
；
i
 

地
所
弈
の
問
題
が
、
.ス

ミ

久
•
リ
カ
ー

ド
を
經
て
ノ
新
た
に
發
生
を
見
た
リ
カ
ー
ド
派
社
會
东
義
の
现
論
的
支
ー
柱
と
な
っ

'て
結
實
し
ヤ\

,
る
こ
と
で
あ
る
。勿
論
一
槪
にリ
カ
ー
ド
派
社
會
中
；義と
い
っ
て
も
、
ホ
1

ル̂
.

タ
A

.

ソ
ン
、
グ
レ
|
、

ホ5>
.
ヌ

キ

ン
フ
レ
ー

.

■
エ
ト

-,r 

.一
 

節

V
:
.
(

五.
.

五'
一.

)
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五
二)

モ
ン
ズ
と
各
々
違
い
が
あ
り
、
主
張
す
る
意
钮
が
異
つ
て
い
る

.

と
•

は

い

え

、

共
，通

す

る

と

こ

ち

は

、

ロ
，

/

を
先
驅
t

て
現
れ
た
、
ス 

.

ミ
？

リ
カ
！
ドI

働
價
値
說
をf

と
い
ぅ
點、
' 

"

ッ
メ
の
奢
所
有
論
わ
、
.

リ
カ
1

ド
の
地
代
論f

令
■

土

.
地

社

會

主

義

す
 

生
張
■

點
’

ー^

.-
1

,

聽

'
-1

だ
ろ
ぅ
。
が
、
そ
の
中
最
も
獨
創
的
であ
り
、
最
も
彩
を
は
な
ち
、
口
ッ

ク

の

所

有

權

を

展

ぎ

せ

て

：い
る
め

■

デ
ス
キ
ン
I

る
。

'
 

そ
の
著
書「

勞

働

辯

講」
<
L
a
b
§
r

 

d
e
f
e
n
d

 

l
i
t
h
e

 

.

f

 

s

 

I

f

 

a
l
>

 

で
は
、
資
本
は
勞
饊
の
所
塵
に
他
が
ら
I

と
を 

讓

し

て

、
全
勞
働
收
益
權
皇
張
し
た
。
■

そ
れ
はr

政

府

や

胁

馨

嫌
.#

る
問
題
を
、
P

ッ

泰

意i

に
於
て
論
ず
る
こ.
と—

l
,
(
A
.

 

メ. 

ン
ガ
丨
タi

づ
•

た
‘。
か
く
て
ロ
ッ
ク
の「

勞
働」

は
圣
暴
收
義
の
理
論
的
產
に
發
展
し
、
そ
れ
は
多
く
の
斯
說
參
ず
る
人
：々
，
 

を
迎
へ.
.

、
そ
れ
が
：
'¥「

賛

慕

禮
^

^

 

- 

-

.

.

以
上9

こ
と
I

、

ロ
 

/

の
勞
働f

所
有
論
め
後
世S

え
，^

響
の
い
か
に
犬#

か
つ
：た
か
に，
5

す
る
：の
で
I

,
ま
こ
と

i

、
ク

ロ

養

養

霞

想

蜃
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近

世

：

k

許
^

る

漁

村

。の#

^

ど
：漁

場
，

:

;' 

.

.

:

:

o利

用

、"

支
•

配

の

關

係

に

，
つ

.
い

て

• 

- 

-E 

.

パ

：
IX 

,

ぺ

.-.

虫

.•..

;

:
,
:こ.こ
：に
囊
せ
ん
ど
：す
る
の
，は
德
川
時
代
、

^

る
村
落
の
漱
住
に
伴
つ
'

.
V 

V

生
じ
た
地̂
漁
場
の
吏
配
利
用
關
係
の
變
遷
に

.つ
：い■て
.で
；あ
る
。
こ
の 

.ょ
ぅ
なH

i

數
多
く
は
見
ら
れ
か
か
.
.つ.た
し
、
.，又
硏
篼
も
ざ
れ
て
い
な 

'

い
。‘
し
か
1
種
々
め
條
件
％
ょ
つ
で
杵
落
拎
移
住
を
行
い

、
' 

#の
村
作
墙
.，
 

域

內

、
或
い
，
は

入

會

池

、
，
更
：に

は

他

村

の

領

城

に

象

で

.

%:
あ

ち

た

众

嚴

村 

:

.
^;
®

.

る
.こ
と
.は
あ
'0
.得
る
と
：
と
.で
あ
つ
：
た
。

I

若
し
そ
れ
亦
明
ら
かに
そ 

の
村
の
領
域.内
た
る#
が
確
然
：あ
：お

.

P

い
る
顧
合
允
ら
ば
♦
ノ
く
も
爆
外
的 

.;:

な
關
银
籍
接
問
題
と
は
な
ら
な
か
つ
た

-;
°
-
.1
.
.か
：
し

轸

住

が

询

淋

：の
領
域 

■
外
に
行
わ
れ
た
：り
、
'
:ま

た

難

：で
あ
.る
が'^
ぼ
水
面
.の
支
配
權
が
；不
明
だ 

'場
合
、
：も
し
く
は
他
村
顧
で
：あ
る
場
铎
に
ば

■種
々
の
调
題
を
生
ず
る
。

'

レ

： 

,
:が
1
漁
淋
0
移
住
ど
い0
:て
4
第
1
に
'®
年
の
意
識
的
な
後
榍
の
あ
ゐ
場
：
 

' :

合
と
.然
ら
ざ
ん
場
合
の1.
1
.
つ」

が
あ
る
。
前
者
の
例
に
つ
い
て
一
一
，

m

を
擧
げ
.

.

、
れ
：ば
、
佐
渡
相
川
の
北
、
姬
津
村
は
領
主

.(

佐
渡
奉
行V
.の
金
il
l
開
發
政 

:'
:
策
の
一
環
と
し
て
、
：
近
世
初
頭
石
站
が
咬
招
：か

.れ
成
立
1>
た
村
沒
：
佐
蝶.

全
鳥
と
：い
ゲ
廣
大
な
漁
業
の
用
益

.權
を
與
VX-
ら
つ
；つ
佐
渡
漁
業
の
開
拓
者 

.
と3

y
,

の
'役
®

^

5

。̂''
'
.
,
同
齋
な
例
は
金
澤
藩
治
下
0 .
能
登
泮
島
西
岸 

に
お
：̂
で
も
見
出
さ
城
冬
へ
ま
粒
江
戶
'佃
島
；の' »
民

も

慶

長

每

^

^

^

よ 

り
移
住
し
射
セ
形
成
し
江
^
內
灣
漁
業
翁
お
け
る
特
櫸
を
付
與
ざ
れ

,

. 

ノ

,(

餌
1:
-)

1-
.
0
:萊
黹
珞
史
化.矾

究

所

收

集

：の
：

.全
亂
漁
業
淛
度
資
料

(
寫
本)

V
.

.
よ
が
。.：欤
下
特
記
な
纪〜

：e
wt
;
1
k資
料
^
よ 

,

S

S

寬
永
九
平
沿
文_
|<
-
#,
若
狹
鈞
沸
志
费#
羽
昨
.揶
大
念
券
村
. 

x
v.
'
v
:楚
之
内
御
檢
地S

咼
迄
外
砂.濱
川
M'

村

漉

舟

之

近

邊

.
一
一
新
村
ヲ
相
立 

.

.

.

.へ
べ
令
厨
往

…

‘''
:

べ̂
'
'/'
-
.
-
_
-'
'-
;
:

,-
'
:
x驻
S)

-
橫
滇
市
水
產
會
旖
：

T

東
京
內
餺
漁
業
史
料

」

所
收
の
史
料
よ 

v':
-

::
;

v

.

.

'

';
.

.

.

9
.'
.
o
: 

'

.

-;
::
:

:'
.
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■
■ 

•

.

.へ
 V

.
.

::;

■

.'
; 

5

是
等
：の
特̂

^

に
對
し
金
然
そ.の
生
活
：の.必
要
か
ら
止.む
を
得
ず
、

.

.

.

.支
配
者0;
後
榍
4
.泥
^

^
住
'を

符
-'
0
.
:だ
漁
村̂

ぁ
づ
た。
'

,
今
£

」

に
實
例
を
述
べ
ん
と_
る
裙
&

浦
..

(

：紀
伊
國
牢
奥
郡
奥
野
尾
獰 

丨
組
に
厲1>
和
歌
3

藩
木
本
代
官
所
茭
配

)

.

.：
ゆ

そ

め

典

型

的

な

例

で

ぁ

る

。

'
'

.

こ
の
射
ぬ
德
川
時
伐
は
电
上
よ
^

:
漁
業
制
换
改
薄
後
の4
日
に
至̂
'
.ま

. 

.づ
で
也
先
漁.場
め
利
用
關
係
悴.つ
，
い
て
：隣
村

.と̂
い
ま
た
不
利
な
條 

.

.

.件

.の
卞
で§

を
行
い
：
、
，
附

近

め

漁

村

ぬ

典

1>
で
水
準
の
低
い
生
活
を
し 

.
‘て
來
な
げ
れ
ば
な;6
-
な
か
つ
だ
：材

で

&,
る
。
規
庙
と©■
村
は
地
圖
に
示
す'

:
如
.ベ

尾
！！

灣

ロ̂

'l
l

.b

..、;^
ヤ
^
.
:式

海

岸.が
.見

出
;^
炎

僅

か

九

平

地

に

八

.

■-
0
戶

赵

ま

ヴ.を數

X-
な小部落でおる。：明治制年の.物

に

よ

.. 

.

.り

枕
£0
.業

種

別

生

產

額

龙

み

泠

较

次

表

の

、
如

く

漁

業

_に

對

す

る

極

め

.て
窩

• 

'
ぃ
傲
存
度
が
：
承

^

批

る

：。
.-
;
寬
齡
.瓦
年
の
明
細
帳.に
も
’
-|

樵
扇
9
間
^

^
り
#

. 

.

. 

. 
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五
：五
3

>
-:

近
世
に
和
け
を
漁
衬
の
：移
：住.と
漁
揚
の
，利
用
、ヾ

支
配'の
關
係
.につ‘い
て


